
6 2

ほ
逆
ブ
ラ
ン

第3節  国 際ネットワークづくり

々迎 迎 |「手ルのた進に■■、 〒il lをはえての人 4り 情 報の 7tれは今核

ますますrrたになってい(3の と予tさ イ[まⅢ Ⅲ に′`ツ,レ 逝信やインタ

ーネットといった11llll 迫|「手Ⅲlの発達 ま ● 光を怖て処理llに郎れた地九!費

とlt取 11人 と‖“人″「班 的なネ ットワータを'レ成するⅢ化14と,印言つつあ

リ マ ルチ メデ ィアの実用化によって よ り多形な情報″t i tnイ,卜 r7-ク

を旭 じて流れ 様 々を新しt lヽlt 4ttみ力 lうとさキiてヽヽくも。つと ,lHさ″ヽます

また r t年の“地■々て近代化万逆み 綿 n iキIⅢF  t t  F t r比保i  n : 1、の欺ャf

ほh l  ムl f rなど 近 代イヒを進める上ての卍地やそのiレ■を よ リラくの地成

力, (■するようになって=て いま,■

こうしたⅢⅢⅢって れ タトの地収とのな流のあり方も ケ ″r拙どにとど=

らす Ⅲ1 7テのすせ取の発展にと,て メリットのある,材↓や同降協力的な十1席の

ものに力かi J : 力`イ1るよう =なってきており ま た 夕 l t蚊「切でネットワータ

や輛市逆令を形成し l l , ( =あ方じ合ってサ(向のⅢ半をヨ̀ 化していこうとす

るI l i  tみられらよう( =なっています

こうしたアじ攻H JのF殊 ネットフークを,「夕■して1 くヽことは Ⅲ`舛のモれ!

れのすじ戦に■■どれている辞々な情報やンウ′ヽウ 人 材をよ逝の,イヤとして

rr mし ご相],1,つ】亡班。,イtit'をは|ることを|す十たとし  よ コの 411 ri,,|■ゃ アttr,

ェクトのセ化を通してJI通する1卍類の効栄的な‖決4口 っていくことがⅢJ付

てどます ま た ネ ットワーク‖1その生f‐や協力を行trだけてなく市民 民

は同際i〔Il‖体 大 Ⅲ ⅢFtt fF‖ 在 業などか江収して延あることにより

折し十ヽ■化やライフスタイ,レの|"たと'L域のilllイヒを促j上し ■ なる女化と

のサ( 4 1やサ(述の■1を 1 '力さを■じち地球市民セ市ゼをすむことにしつな力tり

ます

こうしたことから ,て 郁けの特‖や究"ゼ方向を附まえなガう 地 域の近ル

||や 日的には じた 叫妹ネ ャ|ワ ークの形,代を口い 'LII trj活‖イヒや牛術 女

化のた皮にド脈的にヤ■立てていくことす必要です 同 ,十に こ うした'u取 お

の 上竹ネットワークは 11′'の モ使 ひ いて Ⅲ!亡小1上会の十flと共十 1つ な

わtちものでな,″■!な うな↓ヽこと!=いう=で もありませた

環国水海地域ネットワークの形成

日際ネッウーク,ぐサ

目的別の国際ネットワークの形成



環日本海地域
ネットワーク
の形成

(1)環日本海地域の特徴とネットワークを進める意義

弾 日本海!し域 とは J水  ロ シァの極来地域 中 国の束北地方 確 凹 輌
b;民主主義人民其イリ回 (北朝郎)を 槍すのが一般的ですが 必 ず しも決まっ
た定美があるわけではなく 日 本海を中心とする'し☆フジァ地域として こ

れより広い範囲で静られることもあります

この,し域は 古 くから支イヒ的なつな亦ウを持ち ,本 汚 を介 して多杉な交
流が行われてきましたが 第 2次 世界大4噴後の水西冷lR村通のいで J tt lrr
は 「対立と票張のあJと なっていました そ の後 関 係凹回の国交織立ゃ ,
ツ速の肋弾による束西 tr職梢迪の終持など 北 Trア ンア地域に緊張緩和 式
主化 市 甥経済化の波が対 し寄せてくるようになリ ポ ーダレス化の進腰
束アシア経済の急rt長などとも相まって 本 来舟つjL理的な近接Jを 取 り戻
しつつあり 」手来IIjに大 営な発tPの可能性 と交流のタイナ ミズムを秘めた地

域として注目され/1めています

こうした湘流の中で 煉 日本泌離 の持つ資源 人 材 技 ltr 資本寺を相
互に補売 し合って 多 国 ■のF印発や経済協力を実現 していこうとするL際 的
な動 とも活発化 しており 日 本とロンテ間の北オ領土と平和条約締結の向超
や北科いの対外開放の効 旬などのいくつかの課題はあるこのの 日 本おは

「平和と友lJのあJへ と/_を変えようとしてぃます

こうした特とを踏ま/Lなか ら 対 日本海地取でネ ットヮークを形成 してい

くな業は次のように考えられます

ア 府民の塩 日本海諸国に対する理解 を地球市民意描の醸成

地理的に近接 した地lStでありながら こ れまで綿互の交流があまり進んで
いなかった環 日本海話回への府民の関心や理解が深まるとともに 文 化交流
や国際協力を府民を加で進めることによって 興 なる文化との共生や共通の

平和と立力さを求める地球市民意識が市ちます

イ 相互の学術 研 究の振興

環 ピ水海地域の大学 研 究機関がネットワークをつ くり rll究者や学生の

相互派せ 国 際会設の開併 共 同研究など幅広い学術交流を行うことによっ
て 京 部府 と照日本海地tk全体の学術 ,1究 の振興を図り 共 適課題の解決
や地域の発展に文献することができます

ウ 北部地域の活曽 ヒと京都経済の発展

舞曲港や高速交通ネットヮークなどの基盤施設の墜備や 北 常【jL政での拠

点都市間の整備か一将促進 され 人  物  付を報の交流″`活発になることに伴

って 京 都府における貿場の振興や北部地域ての庭用の拡大など地妓の活性

化につながるとともに 弾 日本海地域全体としての範済約発捜が進むことに

もなります
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工 共通する課題への対応

〒境と越えて'レ神をスイますp円 可JやあⅢえ抑 ■の汚★ 限 りあるMtttい の

4fr“など 栄 口なあ地状になうすtt民の■市,に""わ り 11互 trj防力かな )

れ まFT決てどない神町 =ついて '同 して対応していくことができるよう(こ

なります

オ 環日本海地江の平和 と安定への寄与

これまで 「近くてとい同Jと してイrイFして=た 弾 H水 あヤ「1と経キF 文 化

半荷などの'野 て交】[と進め 14′'コ解とを句」対係を～くことによ って こ

のす亡蚊の十和と安定に■ ,す ること″できます

e)環 日本海地域ネットワークの推進方向

ア 交流 を進める条件づ くり

々4千犯ルの市市というチせ(必 す じことらわれす 綿 'の 必要‖にtSして

千済 文 化などネウ野における交流 協 力 岬係を策いていくとともに 卑 日

本ル7″ テ ｀ック 7i― ラ■4は じめとする学術本
一ス あ るいは企業本

一ス 民 い1■体ヘース 個 人 一ヽスでの交流活動を打発イヒしていくなど ラ

ケll tめ五用的なイッlフ ーク→くいを逆めていくこと打|と'=す

また 球 日本あ地取の雄〔や文化 維 市年についてのrr研を深める機会や

情報の担↓( 外 国市共有や人Ⅲ,交流などを通 じて F4「 水れ地取の在itlE

うll,の 人本オ育成を承っていくことが大りです

山 こ 坤 日本れ'L域の助流 女 流lnⅢとなる",巾Jをや市辻交迪 エ ァ1'―

クf4どの基縮施itの立鮪どJFとし 桁 ■Ⅲけ市 昧 伍‖i 千サ
t1li J , I  H jなど

を核とする北怖】じ成ての中桜出市 との形成を促辻するととも こ 抑 日本れ交

折[を迂める関係府岬t等と辻批 してサ1記の釈組みを進めていくことも!F要とな

ります

イ 各分野での環日本海交流の推進

(ア)十日互理解の紀進

rlR″モ婦 日本れ市日の ff■や kイヒ 上 rrを■ ' 相 イItコ 解を汁められる

よう 相]■の文イヒのlr介 掌 nt ス ■
―ッの在】[などを地めるとともに li

に女代を4Jう市少年の交流とlt止します

(イ)学 術 教 育交流の推進

姫日木あア"デ ミック フ イーライのiⅢ泣を ましめとして 京 怖 市内(=■

■する大十 F協 枝削牛との jl tt ■L社をnめ  Pi報 の生ntt "F先ャゃキ4:

の相二派述  !ヽ同Ⅲ十代  ]冷 シン■ラ,ム  iミ ナ
ーの,Wnとなどを■順的 =

ftFし ていさます


